





































ウイルスの純化 Staト 1の純化は,接種 2-3週間後の明瞭にモザイク症状が現れた
コマツナ紫を用い.ChoLら日が報告したTuMVの純化方法に準じ,次に示す方法によっ
て行った.病柴に0.01M EDTA,0.1%ナオグリコール酸 を含む0.5M りん酸緩衝液
(pH7,5)を1:1.2の割合に加え,磨砕 して得られた液を1,500Xgで10分間遠心し,そ
の上溝液に1%TritonX-100,4%PEG,0.1MNaClを加えて0℃で2時間枇拝 した
のち,5.500Xgで15分間遠心 した.その沈澱を0.5M ureaを含む0.5M りん酸緩衝液
(pH7.5)に溶解し,4℃で-梗概拝 したのち,5,500Xgで10分間遠心 し,さらに65.000
×gで90分間遠心 してウイルスを沈澱させた.その沈澱を0.5M ureaを含む0.5M りん酸
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ゴマ,タバコ,NICOtLana Clevelandlt,N glTLtZTLOSa.N rusltcaで,局部感染した植物はツ
ルナ,ケイ トウ,センニチコウ,フダンソウ,ChenopodZumamaranEICOlor,Cqumoa,ア
スター,キ,1ウ'),セイヨウカボチャ,アズキ,エンドウ,シロクローバー,ソラマメ.





スターチス (7-リーブルー) : 横軸典にはほとんど病徴を現さなかった.上廉には
様様10-14日後直行0_5-1mの退繰斑点をJflじ,のちにモザイクになった (PlateI.4).
カブ (時軽小楯) 接種柴に桜桃3-5日後便径3-5mの退緑斑を生 じ,のちぇそ
輪紋を生 じた.上射 二は接種 5-7E]後頻脈適化および退緑斑点を生 じ,後に明瞭なモザ
イクになった.
カンラン (富士早生甘藍) : 接種費に横磯 5Ll後直径2-3rn'nの退練斑点をセした.
上薬に接碓7日後直径2-3mnlの追録斑点をノ[=_じ7'=.
シュンギク (大業春菊) : 接種薬に接種 7日後えそ斑を/=Lじ,のちにえそが顔全体に
ひろがって枯死した.上柴に接種9日後発脈緑帯を生じ,のちにモザイクになった.
















I,S抑観察でひも状粒 j'･か多数p-LJ.められた (PlateU.1).純化ウイルス標品の紫外部吸l馴 h
線は,259nmに極大帆 245nm極小佃があり,A..J A,､川-1.10,A260/A28()=1127であっ
た.なれ ウイルスの脚 には !1-_姫100gに対して約1.6mgと推定 された･さらに.純化標品
をCamaT･aT7Eicol()rに汁液接種したところl1.i:;し､感架性を示した.
(f) 血清反応試験
(1)微沈降法 Stat- 1抗血清は,mlCrOPreCIPt.∩teStで Stat-1感染カフl汁液
と2048倍希帆 純化ウイルス (1rn9/me)と1024倍Jl<J僻までJkT,L'tした.


























および封入体が見られた (Plateu,3).粒 f･は紺胞'Bi内に散在 しており,ときに封入体に


















スターチス (7-リーブルー) : 楼租兼には赫徴を現さなかった.上薬には接椎17-
20日後退緑斑点を生じ,のちに,遇緑が広がってモザイクになった (PlateL7).
タバコ (WhlteBurley) : 接種発に接種3-51後直径0.5-len-の退緑姓を/1:_じ/I.
やや遅れて.卜米に葉脈透化および退繰斑点を_牡じ.その後明瞭なモザイクになった.生育
が進むと奇形症状も現れた.
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性が 3- 5日 (20℃)であった.ウイルス粒 J'･は長さ約750nm,幅約13nmのひも状であっ
た.催病コマツナの柄井から得られた不ウイルスの純化標品の紫外部吸収曲線は259nm
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